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令和７年度 学校評価の集計結果について 

 

早春の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、保護者の皆様には、１１月に学校評価のアンケートをお願いいたしました。ご多用の時期にもか

かわらず、多くの皆様にご協力いただき、改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

集計結果をまとめましたので、ご報告いたします。学校では、教職員、地域協働学校運営協議会による

評価に加え、今回いただいた保護者の皆様からのアンケート結果や、各行事アンケート、学校公開アンケ

ート等のご意見を参考にし、次年度のカリキュラムや各種教育活動の検討をいたしました。 

 今後も本校の教育活動に、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度学校評価結果  

区分 項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 課題と対策 

確
か
な
学
力 

1.我が子は学年相応の学習の基礎的基本的内容を身に付けている。 36% 51% 9% 3% 1% 0% 学習の基礎的・基本的内容は、80%以上の肯定的評価をいただきました。ただ、家庭学習に関して

は、「あまりあてはまらない」に 19%の回答があり個人差があることがわかります。毎年実施して

いる第３学年以上の算数科「ぐんぐん教室」を活用し、家庭学習への取組みに難しさがある児童へ

の支援を行っていきます。 

 
2.我が子は学年×10～15分程度の学習を、家庭で毎日行っている。 42% 32% 19% 5% 1% 0% 

 

3.学校は、タブレットＰＣなどを使って、子どもが「調べる」「まとめる」「伝え合う」授

業をよく行っていると思う。 
29% 42% 11% 2% 16% 0% 令和 8 年度も 3 回の授業公開を設定しております。第 1 学期は、日常の授業の様子や、セーフテ

ィー教室等のゲストティーチャーを招いての学習。第 2 学期は算数習熟度別指導の様子や学年・専

科の授業、第 3 学期は道徳科授業を中心に公開し、普段の学校での様子を保護者の皆様にお伝えで

きるようにします。 

 

4.学校の先生は分かりやすい授業を行っていると思う。 36% 46% 6% 3% 10% 0% 

 

5.通知表や個人面談は、我が子の学力や生活の様子がよく分かるようになって

いる。 
23% 55% 14% 7% 1% 0% 「あまりあてはまらない」のご意見もいただいております。より分かりやすいものを目指しつ

つ、個人面談も含め、多様な方法でお知らせできるようにしていきます。  

6.「習熟度別算数少人数指導(3年生以上)」は充実している。 21% 32% 6% 2% 39% 0% 今年度から第５，６学年に加え、第３，４学年でも教科担任制を実施しております。教科担任制

を行うことにより、担任以外の教職員が児童に関わる機会を以前より多くもつことができていま

す。多くの教職員が児童と関わることにより、多面的・多角的に児童理解を深め、よりよい指導

に役立ててまいります。また、学校公開等で学習の様子をお見せできるよう計画していきます。 

 

7.教科担任制等の取組は、様々な教員による児童理解や分かりやすい

授業づくりにつながっていると思う。※４、５、６年生の保護者のみ 
28% 51% 5% 3% 13% 0% 

 

①：あてはまる ②：だいたいあてはまる ③：あまりあてはまらない ④：あてはまらない ⑤：わからない  ⑥：無答 

児童数 ３０２名・提出数２１１枚・回収率７０％ 

○「あてはまる」「だいたいあてはまる」を合わせて８０％を超えた項目については、それなりに成果があ

ったものと考えます。 

○「あまりあてはまらない」「あてはまらない」を合わせて２０％以上の項目については、これからの本校

の取り組みの中でさらに工夫していく必要のあるものと考えます。  

○「わからない」の回答が多かった項目については、保護者の方々に知っていただけるように努力してい

く必要のあるものと考えます。 

【令和８年度の教育課程について】 

 コロナ禍以前の教育現場は「カリキュラム・オーバーロード（教育内容の過剰）」という状態でした。やら

ねばならないことが多過ぎて、「日々の学習がわかったつもりで終わってしまう。」、「指示を受けることが多

く、主体性や自ら考える力が育ちにくい。」というような課題を抱えていました。そのような実態を受け、落

合第三小学校では、児童一人一人のペースを大切にしながら探究すること、仲間と協働して学ぶ意義や価値を

大切にすることを重視したカリキュラムづくりを目指し、取り組んできました。引き続き、その方針を踏まえ、

令和８年度は次のような取組を行います。 

 

◎学校行事は、日々の学習を大切にし、それらのつながりの中での表現活動であることを重視します。そのた

め、他の学習を阻害してしまうような一過性のイベントや、あらかじめ決められたことをやる行事ではなく、

日々、積み重ねてきた学習成果を自分たちで工夫し、主体的に表現するような体育学習発表会や展覧会としま

す。 

 

◎低学年は、発達段階に合わせ、集中して効果的に学習に取り組むために、令和 7 年度に引き続き、１，２年

生は年間通して 4 時間もしくは 5 時間授業とします。３年生は、週 1 回、金曜日のみ 6 時間授業でしたが、

夏休み期間の延長により年間授業時数が減少したため、2 学期以降は、木、金曜日の 2 日間を 6 時間授業とし

ます。 

 

◎登校、始業を落ち着いてスタートできるよう、対面での朝会は月 1 回、その他は引き続きオンラインとしま

す。またその他の集会は給食後、昼会として実施します。 

 

 



豊
か
な
心 

8.学校は子どもたちが互いに認め合い、すすんで協力し合う豊かな人間関係を

つくっている。 
25% 53% 9% 2% 12% 0% 生活科、総合的な学習の時間、ペア学年交流の取組の効果が出ている反面、「あまりあてはまらな

い」「わからない」の回答もいただいております。より一層指導の質を高めていきます。  

9.我が子はあいさつや言葉遣い等、基本的な生活習慣が身に付いている。 25% 64% 9% 1% 0% 0% 共に高い肯定的評価をいただいております。引き続き、生活指導を充実させていきます。 

 

10.我が子は社会のルールを守る態度が身に付いている。 33% 58% 8% 1% 0% 0% 

 

体
力 

11.我が子は体を動かすことを楽しみ、すすんで運動している。 50% 26% 19% 5% 0% 0% 比較的高い肯定的評価をいただいております。次年度も年間 10 回は、外部の専門家をお招きし

て、コオーディネーショントレーニングの特別授業を予定しております。体育授業の充実と併せ

て、より充実した取組を行っていきます。 

 

12.学校は、体力の向上、健康の増進、安全等について適切な指導を行ってい

る。（コオーディネーショントレーニングの実施等） 
35% 48% 6% 1% 10% 0% 

 

相
談 

13.子どもにいじめやいじめの疑いがある時には、学校に相談することができる（し

ようと思う。） 
43% 40% 6% 4% 6% 0% スクールカウンセラーを積極的に活用しながら、引き続き、相談体制を充実させていきます。 

 

連
携 

14.あなたは携帯電話やインターネットの適切な利用についてルールを決め、我

が子に伝えている。 
36% 47% 14% 0% 3% 0% ご家庭でも SNS ルールの設定をはじめ、ルールの確認をよろしくお願いいたします。次年度は引

き続き、インターネットの使い方や SNS 活用のルールなどの指導を重点的に指導していきます。  

15.学校は、子どもが学校に関わる地域の人と一緒に活動する機会をよくつくっ

ていると思う。 
35% 47% 9% 1% 9% 0% 引き続き、生活科、総合的な学習の時間を中心に地域と関わる機会、地域に参画していくような

学習を展開していきます。  

16.学校は、日頃の教育活動の様子などについて、保護者会や学校だより等で

分かりやすく伝えていると思う。 
31% 51% 11% 5% 2% 0% 通知表同様、多様な方法を用いて学校の様子をお伝えできるようにしていきます。 

 

17.あなたは保護者会に参加したり学校便り等を読んだりして、学校と連携を図っ

ている。 
32% 55% 13% 0% 1% 0% 日頃より、ご理解、ご協力ありがとうございます。引き続き、連携しやすい学校づくりを目指し

ます。  

18.あなたは保護者会に参加したり、学校行事等を参観したりすることを通して、

担任等の先生方と話しやすい関係を築いている。 
28% 54% 11% 3% 3% 0% 

 

19.あなたは、保護者会やＰＴＡ活動等で保護者同士でも互いに話しやすい関

係を築いている。 
20% 41% 28% 7% 4% 0% 保護者会のもち方や、内容を工夫し保護者の皆様の話しやすい場づくりを目指していきます。 

 

特
色 

20.朝読書、読み聞かせ等、読書を推進する教育活動が充実している。 26% 45% 9% 1% 18% 0% 次年度、新宿区と連携し、さらに取組を充実させていく予定です。 

 

21.ペア学年、ペア学級交流は、リーダーシップ、協調性、思いやりの心を育む

教育活動として充実している。 
17% 43% 6% 0% 33% 0% 昨年度より、たてわり班交流をペア学年交流に変更したことで、よりじっくり異学年と関わるこ

とができています。今後、学校公開や保護者会でお伝えしていきたいと思います。  

22.生活科や総合的な学習の時間を通して、地域や専門機関と関わることで、

子どもたちの思いや願いを生かし、豊かな生活や社会を築いていこうとする教

育活動が充実している。 

27% 48% 4% 1% 20% 0% 本校では、生活科、総合的な学習の時間をカリキュラムの中核として、子どもたちの思いや願い

を生かし、豊かな生活や社会を築いていこうとする教育活動を推進しています。引き続き、学習

活動の質の向上を目指すと共に、学校公開や保護者会でお伝えする場を増やしていきます。 

 

 


